
瀬戸内海国立公園

大 分 県

姫島至徳山
周防灘フェリー

姫島村営フェリー

中津

宇佐

別府

東九州自動車道 大分空
港道路

日豊本線

大分自動車道

至湯布院
至臼杵

大分大分IC

別府IC

速見IC
日出JC

日出IC
杵築IC

宇佐IC

国東

竹田津港

伊
美
港

至
北
九
州

大
分
空
港

周防灘

国東半島

●各地から伊美港までの距離 ●姫島村営フェリー時刻表
宇佐駅から ……………31㎞
大分空港から …………33㎞
別府市から ……………75㎞
大分市から ……………85㎞
宇佐インターから ……49㎞
空港道路出口から ……36㎞

姫島⇔伊美（所要時間約20分）

姫島発
5：50
6：55
8：00
9：15
10：25
11：35
13：00
14：10
15：20
16：30
18：00
19：15

伊美発
6：20
7：30
8：40
9：50
11：00
12：10
13：35
14：45
15：55
17：25
18：45
19：45

便
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12

※12月１日～３月31日
　12便は運休します。

大分県姫島村 姫島村役場 水産・観光商工課
〒872-1501 大分県東国東郡姫島村1630-1
TEL.0978-87-2279　FAX.0978-87-3629
http://www.himeshima.jp/



古
事
記
や
日
本
書
紀
に
も
登
場
。

詩
情
豊
か
な
神
秘
ス
ポ
ッ
ト
。

　古事記によると、伊邪那岐命、伊邪那美命の神が「国生み」にさいし、
大島を生み、次に女島を生むとあります。この女島が姫島で、またの名を
「天一根」といいます。
　古歌にも「姫島あたりにならぶ島もなし、うべもいひけり天の一つ根」と
うたわれています。
　また、日本書紀によると、垂仁天皇の御代、意富加羅国（今の韓国南部）
の王子、都怒我阿羅斯等が白い石から生まれたお姫様と結婚しようとしまし
たが、お姫様はそれを逃れ、海を渡って姫島に上陸し、比売語曽の神と
なったとあり、姫島の名の由来はここから始まります。

い ざ な ぎ の み こ と

お ほ か ら の く に

つ ぬ が あ ら し と

ひ め こ そ

い ざ な み の み こ と

あまのひとつね

観音崎の夕日

姫
島
七
不
思
議

伝
説
の
島
と
い
わ
れ
る
姫
島
に
は
、

お
姫
様
に
ま
つ
わ
る
神
秘
な
ど

数
多
く
の
言
い
伝
え
が
あ
り
、

姫
島
七
不
思
議
と
し
て
語
り
継
が
れ
て
い
ま
す
。

千
人
堂
（
せ
ん
に
ん
ど
う
）

　観
音
崎
に
馬
頭
観
世
音
を
祀
っ
た
小
さ
な

お
堂
が
あ
り
ま
す
。
大
晦
日
の
夜
、
債
鬼
に

追
わ
れ
た
善
人
を
千
人
か
く
ま
う
こ
と
が
で

き
る
と
い
う
い
わ
れ
か
ら
、
千
人
堂
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

姫
島
庄
屋
古
庄
家

　村
指
定
有
形
文
化
財

　古
庄
家
の
屋
敷
は
、
第
十
一
代

古
庄
逸
翁
が
天
保
十
一
年
よ
り
三

年
の
歳
月
を
か
け
て
完
成
し
た
も

の
で
、
敷
地
は
約
五
五
〇
坪
一
部

二
階
建
て
の
寄
棟
造
り
で
延
建
坪

は
一
二
九
坪
あ
り
ま
す
。
庭
園
、

お
成
り
の
間
等
、
旧
庄
屋
の
格
式

を
伝
え
る
貴
重
な
建
物
で
す
。

（
ひ
め
し
ま
し
ょ
う
や
こ
し
ょ
う
け
）

西
村
記
念
公
園

　姫
島
村
名
誉
村
民
元
自
民
党
副

総
裁
西
村
英
一
先
生
の
顕
彰
碑
が

建
立
さ
れ
て
い
ま
す
。

　揮
毫
は
田
中
角
栄
元
内
閣
総
理

大
臣
で
す
。

阿
弥
陀
牡
蠣
（
あ
み
だ
が
き
）

　灯
台
の
下
の
海
蝕
洞
窟
内
に
「
牡
蠣
」
が

群
棲
し
、
海
水
に
つ
か
る
こ
と
が
な
く
、
食

べ
る
と
腹
痛
を
起
こ
す
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
牡
蠣
が
阿
弥
陀
三
尊
の
形
に
似
て
い
る

の
で
、
阿
弥
陀
牡
蠣
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

浮
洲
（
う
き
す
）

　沖
合
の
小
さ
な
州
に
漁
業
の
神
様
、
高
部

様
を
祀
っ
て
お
り
、
高
部
様
と
鳥
居
は
高
潮

や
大
し
け
の
時
で
も
決
し
て
海
水
に
つ
か
る

こ
と
が
な
い
と
い
う
い
わ
れ
か
ら
、
浮
洲
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

拍
子
水
（
ひ
ょ
う
し
み
ず
）

　お
姫
様
が
、
お
は
ぐ
ろ
を
つ
け
た
後
、
口

を
ゆ
す
ご
う
と
し
た
が
水
が
な
く
、
手
拍
子

を
打
っ
て
祈
っ
た
と
こ
ろ
、
水
が
湧
出
し
た

と
い
う
い
わ
れ
か
ら
、
拍
子
水
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。 か

ね
つ
け
石

　別
名
を
「
お
は
ぐ
ろ
石
」
と
も
言
い
、
お

姫
様
が
、
お
は
ぐ
ろ
を
つ
け
る
時
、
石
の
上

に
猪
口
と
筆
を
お
い
た
と
こ
ろ
、
そ
の
跡
が

で
き
た
と
い
う
い
わ
れ
か
ら
、
か
ね
つ
け
石

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

浮
田
（
う
き
た
）

　大
昔
、
池
に
棲
ん
で
い
た
大
蛇
を
誤
っ
て

埋
め
て
し
ま
っ
た
た
め
、
大
蛇
の
怒
り
で
田

が
揺
れ
る
と
い
う
い
わ
れ
か
ら
、
浮
田
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

逆
柳
（
さ
か
さ
や
な
ぎ
）

　お
姫
様
が
、
使
っ
た
柳
の
楊
枝
を
土
中
に

逆
さ
ま
に
挿
し
た
と
こ
ろ
、
芽
を
出
し
た
と

い
う
い
わ
れ
か
ら
、
逆
柳
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

　日
本
書
紀
に
記
述
さ

れ
て
い
る
お
姫
様
を

祀
っ
た
神
社
で
す
。

比
売
語
曽
社

（
ひ
め
こ
そ
し
ゃ
）

1

7

2

4６

3

5



火
山
が
生
み
出
し
た
神
秘
の
島

「
姫
島
の
黒
曜
石
産
地
」
観
音
崎

お
お
い
た
姫
島
ジ
オ
パ
ー
ク

お
お
い
た
姫
島
ジ
オ
パ
ー
ク
は
、
姫
島
を

中
心
と
し
た
海
域
を
含
む
東
西
十
四
ｋ
ｍ
、

南
北
六
ｋ
ｍ
の
区
域
で
、
二
〇
一
三
年
に

「
火
山
が
生
み
出
し
た
神
秘
の
島
」
を
テ
ー

マ
と
し
て
、
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
に
認
定
さ
れ

ま
し
た
。

姫
島
は
、
約
三
十
万
年
前
か
ら
の
火
山
活

動
が
生
み
出
し
た
大
地
が
、
悠
久
の
時
を
経

て
瀬
戸
内
海
に
浮
か
ぶ
四
つ
の
小
島
と
な

り
、
そ
れ
ら
が
砂
州
で
つ
な
が
っ
て
一
つ
に

な
っ
た
島
で
す
。
随
所
に
み
ら
れ
る
火
山
活

動
の
痕
跡
や
、
砂
州
の
地
形
を
利
用
し
て
発

達
し
て
き
た
産
業
、
生
態
系
な
ど
、
コ
ン
パ

ク
ト
な
島
内
に
た
く
さ
ん
の
み
ど
こ
ろ
が
あ

り
ま
す
。

ま
た
、
神
秘
さ
を
色
濃
く
残
す
姫
島
の
歴

史
や
文
化
、
島
の
人
々
の
暮
ら
し
も
ま
た
、

お
お
い
た
姫
島
ジ
オ
パ
ー
ク
の
魅
力
で
す
。

シガゾウの化石

観音崎

観音崎北側の黒曜石の断崖

ナウマンゾウの化石 藍鉄鉱

浮洲大海のコンボリュートラミナ姫島灯台下の海蝕洞

金溶岩黒曜石 拍子水

国
指
定
天
然
記
念
物

浮洲火山
うきす

城山火山
しろやま

達磨山火山
だるまやま

矢筈岳火山

大海火山
おおみ

金火山
かね

稲積火山
いなづみ

やはずだけ

姫島は地質の博物館
　
島
内
随
一
の
景
勝
地
で
あ
る

観
音
崎
は
、
乳
灰
色
〜
乳
白
色

の
黒
曜
石
の
断
崖
が
続
い
て
い

ま
す
。
観
音
崎
の
黒
曜
石
は
、

火
山
活
動
の
過
程
を
記
録
し
た

岩
石
で
、
地
質
学
的
に
重
要
で

あ
る
と
と
も
に
、
主
に
縄
文
時

代
に
は
石
器
に
加
工
さ
れ
、
瀬

戸
内
海
を
中
心
に
広
い
範
囲
で

流
通
し
て
お
り
、
考
古
学
的
に

も
大
変
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

平
成
十
九
年
に
「
姫
島
の
黒
曜

石
産
地
」
と
し
て
観
音
崎
一
帯

が
国
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ

れ
ま
し
た
。



２区の盆坪盆太鼓

中央広場

　姫
島
盆
踊
り
は
、
鎌
倉
時
代
の
念
仏
踊
り
か
ら
派
生

し
た
も
の
と
い
わ
れ
、
伝
統
踊
り
と
創
作
踊
り
が
あ
り

ま
す
。
伝
統
踊
り
に
は
、
キ
ツ
ネ
踊
り
、
ア
ヤ
踊
り
、

銭
太
鼓
、
猿
丸
太
夫
が
あ
り
、
地
区
の
子
供
た
ち
や
一

般
の
人
々
に
よ
っ
て
踊
り
継
が
れ
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
新
し
い
創
作
踊
り
も
次
々
と
生
ま
れ
、
ユ
ー

モ
ア
や
趣
向
を
凝
ら
し
た
衣
装
等
で
見
る
人
を
楽
し
ま

せ
て
く
れ
ま
す
。
踊
り
手
は
中
央
広
場
と
各
地
区
に
あ

る
盆
坪
を
廻
っ
て
踊
り
歩
き
ま
す
。

　毎
年
八
月
十
四
日
〜
十
六
日
の
三
日
間
開
催
さ
れ
、

十
四
・
十
五
の
両
日
は
、
フ
ェ
リ
ー
夜
間
臨
時
便
が
運

航
さ
れ
る
等
、
特
に
賑
わ
い
ま
す
。

　平
成
二
十
四
年
、「
国
選
択
無
形
民
俗
文
化
財
」
に
指

定
さ
れ
ま
し
た
。

姫
島
の
盆
踊

国
選
択
無
形
民
俗
文
化
財

たぬき踊り三番そう田植え踊り

猿丸太夫

銭太鼓

　姫島盆踊りを代表する子供たちの踊り。独特なキツネの
化粧とユーモラスなしぐさで人気を集めています。

キツネ踊り

　男
女
が
一
組
と
な
り
、
ア
ヤ
棒
と
い
わ
れ
る
青
竹
を
も
っ
た
男
性
が
、
女
性

の
間
を
縫
う
よ
う
に
し
て
激
し
く
踊
り
ま
す
。
優
雅
さ
と
躍
動
感
が
融
和
し
た

伝
統
踊
り
で
す
。

ア
ヤ
踊
り
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1１

姫島の
黒曜石産地
「観音崎」

９
斗尺岩

城山
62m

北浦漁港

西浦漁港

姫島港

姫島村営フェリー

姫島庄屋古庄家

達磨山
105m

清正公社

車えび養殖場

車えび養殖場
車えび養殖場

郵便局

中学校
小学校

灯台公園

姫島浄化センター

診
療
所

離
島
セ
ン
タ
ー

役
場

消
防
署

警
察
官
駐
在
所

ひめしま
ブルーライン

運動公園西村記念公園 フェリー広場大帯八幡社

南浜公園

フェリー発着場
姫島海水浴場・キャンプ場

ハイタテノ鼻ス鼻

大海の
コンボリュートラミナ

東浦(大海)漁港

アサギマダラ休息地
(10月中旬頃)

アサギマダラ休息地
(５月頃)

二股池

迫ダム

大
海
ダ
ム

矢筈岳
266m

矢筈岳登山道

大海トンネル

長尾トンネル上り

上り

下り

上り

下り

下
り

上
り

下
り

比売語曽社

東浦(金)漁港

東浦(稲積)漁港

拍子水温泉
(健康管理センター)

姫島灯台

ハートの切り株

丸石鼻

柱ヶ岳鼻

比売語曽社

七

七
七

七

千人堂
七不思議

拍子水
七不思議浮洲

七不思議

浮田
七不思議

逆柳
七不思議

阿弥陀牡蠣
七不思議

かねつけ石
七不思議

七

七

七

上
り

下り

　
島
の
南
側
を
は
し
る
松
原

－

大
海

－

両
瀬
を
結
ぶ
海
岸
道

路
。
潮
の
香
り
と
海
を
眺
め
な

が
ら
の
サ
イ
ク
リ
ン
グ
に
最
適

で
す
。

　
姫
島
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
矢

筈
岳
の
山
頂
か
ら
は
、
国
東
半

島
、
四
国
、
中
国
地
方
、
瀬
戸

内
海
が
望
め
ま
す
。
山
頂
ま
で

は
登
山
道
が
あ
り
ま
す
。

姫
島
灯
台

１

6.3㎞

ハ
ー
ト
の
切
り
株

2

6.3㎞

拍
子
水
温
泉

3

5.5㎞

ひ
ょ
う
し
み
ず

9

1.6㎞

観
音
崎
の
千
人
堂

4

1.3㎞ 5.5㎞

比
売
語
曽
社

ひ
　め
　こ
　そ
　し
ゃ

11

0.1㎞

南
浜
公
園

12

0.3㎞

大
帯
八
幡
社

13

1.0㎞

西
村
記
念
公
園

10

1.0㎞

姫
島
庄
屋
古
庄
家

こ
し
ょ
う
け

お
お
た
ら
し
は
ち
ま
ん
し
ゃ

15

0.7㎞ 0.8㎞

姫
島
海
水
浴
場

16
天
一
根

17
IT
ア
イ
ラ
ン
ド
セ
ン
タ
ー

14

1.3㎞

矢
筈
岳 

登
山
道
入
口

や 

は
ず 

だ
け

あ
ま
の
ひ
と
つ
ね

6
ひ
め
し
ま

ブ
ル
ー
ラ
イ
ン

7

2.4㎞

ア
サ
ギ
マ
ダ
ラ

休
息
地
（
春
）

8

2.4㎞

ア
サ
ギ
マ
ダ
ラ

休
息
地
（
秋
）

大
海
の

コ
ン
ボ
リ
ュ
ー
ト

ラ
ミ
ナ

5

4.0㎞

お
お 

み

○内の表示は、フェリー発着場からの距離です。

ひめしまブルーラインからの国東半島の眺望

フェリー広場の公衆トイレ

姫島散策
ガイドマップ

姫
島
灯
台

１

ひ
め
し
ま

ブ
ル
ー
ラ
イ
ン

6
矢
筈
岳

14　
姫
島
村
名
誉
村
民
前
姫
島
村

長
藤
本
熊
雄
翁
の
銅
像
と
、
九

州
三
絶
の
詩
と
い
わ
れ
る
宝
月
の

「
姫
島
」
の
詩
碑
が
あ
り
ま
す
。

南
浜
公
園

11　
村
民
の
産
土
神
で
、
杵
築
藩

主
松
平
家
の
累
代
安
産
祈
願
所

で
も
あ
り
ま
し
た
。

大
帯
八
幡
社

12
お
お
た
ら
し
は
ち
ま
ん
し
ゃ

　
姫
島
村
名
誉
村
民
元
自
民
党

副
総
裁
西
村
英
一
先
生
の
顕
彰

碑
が
建
立
さ
れ
て
い
ま
す
。
揮

毫
は
田
申
角
栄
元
内
閣
総
理
大

臣
で
す
。 西

村
記
念
公
園

13
公衆トイレ
　島内25箇所に公衆トイ
レが設置されています。
　また、役場、離島セン
ター、フェリー待合所、海
水浴場、運動公園に多目
的トイレがあります。

　
明
治
三
十
七
年
、
島
の
東
端

五
十
七
ｍ
の
断
崖
の
上
に
建
て

ら
れ
た
花
崗
岩
造
の
壮
大
堅
固

な
も
の
で
、
光
の
到
達
距
離
は

約
二
十
カ
イ
リ
（
約
三
十
七
ｋ

ｍ
）、
島
内
随
一
の
桜
の
名
所

で
も
あ
り
ま
す
。
昭
和
三
十
八

年
電
化
さ
れ
、
昭
和
四
十
五
年

に
無
人
と
な
り
ま
し
た
。

0.8㎞

や
は
ず
だ
け



拍
子
水
温
泉

ア
サ
ギ
マ
ダ
ラ
休
息
地

（
姫
島
村
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
）

　
拍
子
水
温
泉
は
、
拍
子
水
を
活

用
し
た
も
の
で
、
村
内
外
の
多
く

の
人
に
利
用
さ
れ
て
お
り
、
慢
性

消
化
器
病
、
慢
性
皮
膚
病
、
神
経

痛
、
疲
労
回
復
等
に
効
能
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
拍
子
水
温
泉
で
は
、

源
泉
に
熱
湯
を
加
え
た
温
泉

（
41
℃
前
後
）と
、
源
泉（
約
25
℃
）

の
二
種
類
を
利
用
す
る
事
が
で
き

ま
す
。

姫
島
海
水
浴
場

ハ
ー
ト
の
切
り
株

●泉　　質＝炭酸水素塩泉
●泉　　温＝源泉（約25℃）、温泉（41℃前後）
●営業時間＝火・水・木・金曜日……正午～午後７時
　　　　　　土・日・祝日……………午前10時～午後７時
●定 休 日＝毎週月曜日（祝日を除く）
Tel.0978-87-2840

●利用期間＝
７月１日～８月31日

●利用期間＝７月～８月31日
●利用施設＝ログハウス、海の家
　　　　　　テント（３人用）
Tel.0978-87-2279（管理：姫島村）

春

　
ア
サ
ギ
マ
ダ
ラ
は
、
渡
り
を
す
る
優
雅
な

蝶
で
、
姫
島
に
自
生
す
る
ス
ナ
ビ
キ
ソ
ウ
の

蜜
を
も
と
め
て
、
五
月
上
旬
か
ら
六
月
上
旬

頃
、
南
の
地
か
ら
渡
来
し
、
姫
島
で
休
息
し

た
の
ち
、
涼
し
い
北
の
地
に
向
か
っ
て
飛
び

立
ち
ま
す
。

　
十
月
中
旬
頃
、
そ
の
世
代
を
交
代
し
た
蝶

が
、
北
か
ら
暖
か
い
南
へ
と
向
か
う
途
中

で
、
姫
島
に
生
え
て
い
る
フ
ジ
バ
カ
マ
の
蜜

を
も
と
め
て
、
姫
島
で
休
息
し
ま
す
。

　
ア
サ
ギ
マ
ダ
ラ
飛
来
中
は
、
無
料
観
賞
バ

ス
を
運
行
し
ま
す
。

姫
島
海
水
浴
場

キ
ャ
ン
プ
場

　
島
内
で
一
番
き
れ
い
で
、
広
さ
も
最
大
の
砂
浜
で
す
。

弓
状
に
弧
を
描
く
五
百
ｍ
の
海
岸
線
は
澄
ん
だ
海
と

マ
ッ
チ
し
て
美
し
い
景
観
で
す
。
海
水
浴
場
に
は
ト
イ

レ
、
ロ
ッ
カ
ー
ル
ー
ム
、
シ
ャ
ワ
ー
室
、
休
憩
所
が
完

備
さ
れ
て
い
ま
す
。

ひ

ょ

う

し

み

ず

シャワー室 ロッカールーム(脱衣所） 休憩所(ログハウス）トイレ

海の家

炊事場(２ヶ所）

ログハウス内部

秋

　
灯
台
公
園
は
、
桜
の
名
所
で
も
あ
り
、
お
姫
様
の
神
秘

が
生
み
出
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
オ
オ
シ
マ
ザ
ク
ラ
の

「
ハ
ー
ト
の
切
り
株
」
が
あ
り
ま
す
。



姫
島
の

海
の
幸

姫
島
車
え
び

姫島おさかな祭 前夜祭
花火大会

姫
島
近
海
は
、

絶
好
の
漁
場
で
多
く
の

魚
介
類
が
水
揚
げ

さ
れ
て
い
ま
す
。

　姫
島
と
い
え
ば
車
え
び
。
塩
田
跡
地
を
利
用

し
て
は
じ
め
ら
れ
た
車
え
び
の
養
殖
は
、
沿
岸

漁
業
と
並
ぶ
村
の
基
幹
産
業
。
そ
の
名
は
、「
姫

島
車
え
び
」と
し
て
全
国
に
知
ら
れ
て
い
ま
す
。　二

つ
の
祭
リ
と
も
、
多
く
の
人
が
、
姫
島
の
海
の
幸
の
お
弁
当
に
舌
鼓

を
打
ち
ま
す
。
食
後
に
は
、
キ
ツ
ネ
踊
り
、
ア
ヤ
踊
り
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
が
行
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
特
産
品
販
売
や
、
無
料
の
島
内
周
遊
バ
ス
、

ア
サ
ギ
マ
ダ
ラ
観
賞
バ
ス
が
運
行
さ
れ
ま
す
。

鯛めん

姫島車えび養殖場

お弁当賞味会場

アトラクション風景特産品販売会場

姫
島
車
え
び

し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ

姫島おさかな祭５
月

姫島車えび祭10
月

姫
島
の
味

姫島車えびのしゃぶしゃぶ

姫島車えびの塩焼き

姫島車えびの踊り

姫島車えびのフライ

魚料理

茹でダコ

真鯛の姿造り



お土産品

拍子水石鹸
拍子水

ローション 島だこ冷やし唐揚げ
（冷凍）

島のたこめしの素
（冷凍）

拍
子
水
温
泉
の
効
能
が
生
か
さ
れ

た
、
無
添
加
で
手
作
り
の
洗
顔
石

鹸
と
ロ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。

姫島巡回バス（無料）
拍子水温泉

稲積バス停

大海バス停

金公民館

用作バス停
北浦公園

姫島港バス停
離島センター

西浦公民館

バス停
経路

♨

姫島
海水浴場バス停
 

  9：55
  9：57
10：00
10：02
10：05
10：07
10：10
10：13
10：15
10：17
10：20
10：22
10：25
10：28
10：30
10：33
10：35
10：38
10：40

11：25
11：27
11：30
11：32
11：35
11：37
11：40
11：43
11：45
11：47
11：50
11：52
11：55
11：58
12：00
12：03
12：05
12：08
12：10

12：55
12：57
13：00
13：02
13：05
13：07
13：10
13：13
13：15
13：17
13：20
13：22
13：25
13：28
13：30
13：33
13：35
13：38
13：40

14：25
14：27
14：30
14：32
14：35
14：37
14：40
14：43
14：45
14：47
14：50
14：52
14：55
14：58
15：00
15：03
15：05
15：08
15：10

15：25
15：27
15：30
15：32
15：35
15：37
15：40
15：43
15：45
15：47
15：50
15：52
15：55
15：58
16：00
16：03
16：05
16：08
16：10

16：55
16：57
17：00
17：02
17：05
17：07
17：10
17：13
17：15
17：17
17：20
17：22
17：25
17：28
17：30
17：33
17：35
17：38
17：40

西 浦 公 民 館
離島センター 
北 浦 公 園
姫島港バス停
用 作 バ ス 停
㊟姫島海水浴場
大 海 バ ス 停
金 公 民 館
拍 子 水 温 泉
稲 積 バ ス 停
拍 子 水 温 泉
金 公 民 館
大 海 バ ス 停
㊟姫島海水浴場
用 作 バ ス 停
姫島港バス停
北 浦 公 園
離島センター
西 浦 公 民 館

発

着

時　刻　表

㊟姫島海水浴場バス停は７月～８月の２ヶ月間のみ開設します。

姫島活車えび（冬季のみ発送可）

姫島車えび凍眠凍結真空パック（冷凍）

魚介類の真空パック（冷凍）

姫島車えびフライ（冷凍） 姫島うに姫島ひじき

宿
泊

安西旅館
宿泊人数12人
Tel.0978-87-2034

だるま旅館
宿泊人数15人
Tel.0978-87-2026

八千代館
宿泊人数33人
Tel.0978-87-2010

ペンション野路菊
宿泊人数９人
Tel.0978-87-2823

民宿マリンハウス村さ来
宿泊人数15人
Tel.0978-87-2612

お
土
産農協売店（船客待合所内）

営業時間：8時40分～15時20分
Tel.0978-87-3618
定休日：不定休

東みやげ店
営業時間：９時～17時
Tel.0978-87-3436
定休日：不定休

ビ・ボーン
営業時間：９時～17時
Tel.0978-87-2844
定休日：不定休

まるい商事
営業時間：８時30分～18時
Tel.0978-87-3505
定休日：不定休

植木製菓
営業時間：９時30分～17時
Tel.0978-87-3139
定休日：不定休（基本火曜日）
※予約をおすすめします

レンタサイクル
ビ・ボーン
営業時間：9時～17時
Tel.0978-87-2844

まるい商事
営業時間：8時30分～18時
Tel.0978-87-3505

おおいた姫島
（揚げたて屋 惣 本店）
営業時間：9時～17時
Tel.0120-898-808　定休日：不定休
※弁当・ハンバーガー・土産他
　テイクアウトのみ

姫島エコツーリズム
観光案内所
レンタカー （1人乗り～7人乗り）
shop＆café
営業時間：10時～16時
Tel.0978-87-2022　定休日：不定休

姫島エコ
ツーリズムHP

姫島あおさ

幻の2日ひじき

さかな味噌

姫島わかめ

車えびかりんとう

飲
食
・
軽
食

かのや
営業時間：11時30分～15時、
　　　　　17時～23時
Tel.0978-87-2870　定休日：水曜日

姫乃家
営業時間：11時～13時30分、
　　　　　18時～21時（要予約）
Tel.0978-87-3956　定休日：火曜日

もりえい
営業時間：11時30分～
Tel.0978-87-3666　定休日：不定休

一休（お好み焼き）
営業時間：17時～ 22時
Tel.0978-87-3571　定休日：不定休

夕月（焼肉）
営業時間：18時～ 22時
Tel.0978-87-3432　定休日：月曜日

隠れ家キッチン Oto Lama
営業時間：18時～22時（要予約）
　　　　　　※当日16時まで
Tel.070-4805-5369　定休日：月曜日

姫島長命草 長命屋
営業時間：８時～18時
Tel.090-3322-2025　定休日：不定休
※テイクアウトのみ

HIMESHIMA
OZI CAFE
営業時間：11時～17時
定休日：月曜日
※テイクアウトのみ

＠ozicafe_himeshima_


